ワ　ク　チ　ン　接　種　推　進　課
接種推進グループ
１　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　【国庫補助率：10/10】
予　算　額   20,990,453千円
  決　算　額　　8,307,739千円
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ワクチン接種にかかる体制を確保した。
（１）府による接種会場の設置・運営
市町村の接種を補完するため、接種会場を府内に最大５か所設置し、合計158,399回の接種を実施した。
（府の接種会場）
	接種会場
	大阪府庁　新別館
	大阪府庁
咲洲接種
センター
	大阪府
心斎橋接種
センター
	大阪府
ホテルプリム
ローズ大阪接種
センター

	
	南館接種
センター
※7月1日から新別
館接種センター
に名称変更
	北館接種
センター
	
	
	

	実施場所
	新別館
	咲洲庁舎
	心斎橋
SCビル
	マサキここち
クリニック

	
	南館
	北館
	
	
	

	取扱い
ワクチン
	・モデルナ
（従来株）
	・モデルナ
（従来株）
	・モデルナ
（従来株）
	・モデルナ
（従来株）
：6月24日
～10月16日
・モデルナ
（オミクロン株）
：9月26日
～3月25日
	・モデルナ
（従来株）
：4月1日
～2月1日
・モデルナ
（オミクロン株）
：11月4日
～3月31日
・アストラゼネカ
：4月12日
～9月27日
・ノババックス
：5月31日
～3月31日

	期間
（令和４～５年）
	4月1日
～7月29日
	4月1日
～6月30日
	4月1日
～7月29日
	4月1日
～4月28日
	6月24日
～3月25日
	4月1日
～3月31日

	接種人数
（最大）
	1,320人/日
	880人/日
	400人/日
	2,400人/日
	1,500人/日
	240人/日

	接種回数
（総計）
	24,002回
	2,577回
	8,788回
	110,089回
	12,943回


（２）接種促進の取組み
①　他部局と連携し、ワクチン接種促進にかかる広報・啓発を年間を通じて実施した。
　　（取組み）

・公民連携の取組みにより、駅構内や商業施設等での動画等の放映
・府政だよりやSNS等を通じた情報発信　等
②　令和４年９月６日から小児（5‐11歳）について、ワクチン接種を受ける努力義務の対象とされたことに伴い、小児やその保護者世代をターゲットに、小児接種にかかる広報を重点的に実施した。
　　（取組み）
　　・府内小学校等を通じた児童へのチラシ配布
配　布　総　数：約47.5万枚
　　・他部局と連携し、公民連携の取組みにより、駅構内や商業施設等での動画等の放映やイベントでのチラシの配布・府有施設等におけるポスターの掲示　等
　　　配　布　総　数：6,499枚

（３）専門的相談体制の確保
①　接種後の副反応等に係る相談体制を確保するため、24時間対応の専門相談窓口を設置した。

　　
開　設　期　間：令和４年４月１日～令和５年３月31日
　　相　談　件　数：29,498件

②　ワクチン接種後の副反応等を疑う症状に対する診療体制の整備を目的として、医療機関からの相談及び紹介による受診に対応できる専門的な医療機関を、２次医療圏で10か所、３次医療圏で５か所確保した。
（４）予防接種健康被害救済制度
①　府内市町村から提出のあった予防接種健康被害救済制度に関する申請書等をとりまとめ、厚生労働大臣へ進達するとともに、厚生労働大臣からの認定結果等を府内市町村へ通知した。

進　達　件　数：　368件
②　 予防接種健康被害救済制度に係る国庫負担金について、府内市町村からの申請等をとりまとめ厚生労働大臣へ進達するとともに、厚生労働大臣からの交付決定等を府内市町村へ通知した。
新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金　　　　：　17市町　　　　　　　計　48,593,630円
市町村支援グループ 

１　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
予算額・決算額は接種推進グループにて一括計上

　市町村のワクチン接種にかかる接種体制の構築を支援するとともにワクチン接種の促進を図った。
（１）市町村事務に係る調整等
①　新型コロナワクチンについて、下表とおり府内市町村へ割当を行った。

	
	ファイザー
	モデルナ
	ノババックス
	計

	
	1価ワクチン
	2価ワクチン
	1価ワクチン
	2価ワクチン
	1価ワクチン
	

	12歳以上用
	801,450回
	6,031,350回
	838,500回
	841,150回
	81,080回
	8,593,530回

	小児接種用
	127,200回
	40,600回
	―
	―
	―
	167,800回

	乳幼児用
	503,400回
	―
	―
	―
	―
	503,400回


※１　市町村に割当を行った箱数に基づき、接種可能回数を記載
※２　モデルナ（1価・2価）、ノババックスの割当量は大阪府使用分を含む
※３　モデルナ（2価）は第4クール、ノババックスは第12クール、小児接種用(1価)は第9クール、乳幼児用は第4クールまでの割当量

②　ワクチン接種に係る国庫負担金及び国庫補助金について、府内市町村からの交付申請等をとりまとめ厚生労働大臣へ進達するとともに、厚生労働大臣からの交付決定額等を府内市町村へ通知した。

【交付決定額】
新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金　      ：43市町村      　合計　26,679,945,199円

うち令和４年度（本省繰越分）要綱分               　小計  18,581,537,661円

うち令和４年度要綱分                               小計   8,098,407,538円
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金：43市町村        合計  28,667,194,000円




うち令和４年度（本省繰越分）要綱分

 小計　19,246,219,000円



うち令和４年度要綱分



 小計　 9,420,975,000円

③　重症化リスクが高い高齢者施設等の入所者等に対して、府の巡回接種チームによる接種を実施するとともに、大阪府高齢者施設等接種促進サポートセンターを設置し、施設等の入所者に係る接種券の代行手配等を実施することで、高齢者施設等におけるワクチン接種を促進した。
　【事業実績】
	
	実施施設数
	実施者数

	巡回接種
	114施設
	2,449名

	代行手配
	276施設
	2,367名


（２）接種促進の取組み
　若年層（20代・30代）及び小児の接種促進を目的として、府内主要駅においてデジタルサイネージの放映を実施するとともにWeb広告を実施した。
（３）個別接種及び職域接種促進のための支援
　　新型コロナウイルスワクチン接種回数の増加を図るため、ワクチン接種を行った医療機関に対して協力金を支給するとともに、中小企業等に対して職域接種の体制整備に要する費用の一部を補助した。
（事業内容等）
	区　分
	対　象
	内　容
	交付額

	①
	診療所における
接種回数の底上げ※1
	診療所
	週100（150）回以上の接種を４週間以上行う場合

▶　２千円（３千円）／回を交付
	3,738,977千円

	②
	接種施設数の増加※1
	診療所
  病　院※2
	50回以上／日の接種を行う場合

▶　100千円／日（定額）を交付
	

1,174,100千円

	③
	病院における
接種体制の強化※1

	病　院
	特別な体制を組んで、50回以上／日の接種を週１日以上、４週間以上行う場合
▶　医師7,550円、看護師等2,760円(１人１時間あたり単価) を交付
	665,568千円

	④
	職域接種に対する
支援策
	中小企業
大学等
	外部の医療機関が出張して実施する職域接種で、以下のいずれかの場合
· 中小企業が商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成される団体を事務局として共同実施するもの
· 大学、短期大学、高等専門学校、専門学校の職域接種で所属の学生も対象とし、文部科学省が定める地域貢献の基準を満たすもの
▶　初回接種：１千円／回を上限に実費補助
▶　追加接種：1.5千円／回を上限に実費補助(第一期追加接種、令和４年秋開始接種が対象)

	33,807千円


※１　審査業務の一部を民間業者に委託して実施。
※２　病院への支援はR4年11月末で終了。

